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学校経営目標 ＳＨＩＮＰＯ力を発揮し未来を切り拓く生徒の育成

５月30日 ５月に入り、生徒総会に向け、各学級でも
議案についての「質問・意見」等が話し合われてきま
したが、この日、生徒会執行部の計画の下、本年度の
生徒総会が行われました。開会に先立ち、生徒会長の
新里梨斗さんから「今日は１年に１度の生徒総会の日
です。生徒総会は生徒会の中で最高の決議機関になり
ます。皆さんの活発な意見を出し合って、私たち生徒
会で、よりよい平良中学校を築いていきましょう。」
と全生徒に呼びかけました。この後、総会においては、
３年生の下地龍雅さん・譜久村勇虎さんの二人の議長
の下、議案についての審議が進められ、各学級からは、
活発な質問や意見が出されました。今年度は、６月中
旬に「いじめゼロ宣言」も提案が予定されています。おくせず挑んでいきましょう

令和７年度生徒会スローガン：「物事におくせず挑み突き進もう」
重点目標○自主的に行動し、進歩する

○前向きな声かけをしあい、協力して共に親歩する
○新たな問いへ探究し、進歩する

第45回全宮古中学校夏季総合体育大会が、５月２４日（土）より開催され、３週間に渡って１２競技で
熱戦が展開されました。本校からは１１競技に出場、その内、団体戦では男女合わせて６競技が「優勝」
４競技で「準優勝」という好成績を収めることができました。
これまで、３年生を中心とした各部の部員達の努力はもちろん、各部の父母会からのご支援、また、日
頃の外部コーチや顧問の先生方のご指導の賜物でもあります。次なるは県中学校総体（７月）です。出場
する競技において、さらなる躍進を期待したいものです。
下記「中体連総括～校長先生より～」

５月の下旬から、三週間に渡って繰り広げられた中体連夏季総体、大会前の
選手激励会においては、生徒達に次の３つのことを伝えてきました。
○対戦相手がしてくるであろう作戦を想定し、その準備をしっかりすること
○試合中は、ピンチでもチャンスでも常にお互いで声を掛け合うこと
○そして、楽しむゆとりと最後まで粘り強く、勝利に向け勇敢に戦うこと

さらには、皆さんは、一人一人が「平良中学校」の代表です。皆さん一人一人の立ち居振る舞いに会場
のすべての人が注目しています。「これまでお世話になった方・大会でお世話になる方、対戦相手にも感
謝の気持ちをしっかりと言葉に態度に表す」こと、以上のことを伝え激励をしました。
大会当日は、各会場において「後輩や仲間からの応援」「保護者・家族の皆様からの応援」を背に熱戦
を展開、中でも「野球」での初戦、0-0で延長に入ってのサヨナラ劇！サッカーでも前・後半で決着がつか
ず、ＰＫ戦を制しての劇的な勝利！また、県大会出場権を懸けた男子バレー部の三位決定戦での逆転勝利
！さらには、女子バレー部の決勝戦、３セット目の奇跡的な追い上げは、本校関係者のみならず、会場に
大きな感動を与えたことは間違いありません。まさにドラマティックな展開の連続でした。
また、バスケット、卓球、バドミントン、ソフトテニス、ハンドボール、武道（柔、剣道・空手）におい
ても、勝敗に関わらず、皆さんは、本当に勇敢に試合に挑んでくれました。そして、皆さんのその姿は、
本当に輝きを放っていましたし、頑張ってきた過程があるからこそ心の底から喜び、心の底から悔しい思
いもできたと思います。どれもかけがえのない青春の１ページ！ これからもＳＨＩＮＰＯです！！

６月１１日 平良中学校では、今年
度計３回の『オープンスクール（１
日授業参観）』を予定しており、こ
の日、第１回目が行われ、多数の保
護者の皆さんに各学級での生徒達の学びのようすを参
観していただきました。また、今年から、参観を通し
ての感想等をアンケート形式で回答していただく等、
学びにおける生徒の頑張りや気になる点についてもご
意見いただくことにしています。次回以降もご協力い
ただきますようよろしくお願い致します。
６月８日 中体連夏季総体期間中は、各会場において
保護者の皆様からの物心両面から多
くのご支援をいただき、お陰様で、
各部の生徒達の活躍を引き出すことができました。
バレーボール会場においては、顔に白塗りメイクをし
た「平良中チョンダラーズ（仮称）」が登場！応援にも熱
が入り、大いに盛り上がりました。胸アツです。感謝

魅力ある学校づくりに向けて

「中体連夏季総体」 「喜びも悔しさもＳＨＩＮＰＯになる」

平良中チョンダラーズ

第１回 オープンスクール

←第４５回全宮古中学校夏季総合体育大会 各部生徒の活躍のようす→


